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住友理工ホーステックス京都事業所、名古屋事業所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、原則として1年に1回監査を実
施している。監査での確認結果ではマネジメントシステムの是正
事項はなく次年度についても同一のシステムにて運用を予定して
いる

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

CO2排出量の削減
　 ・・・　 照明LED化、エアーコンプレッサーの比例
　　　　　 制御、洗浄乾燥機入替による省エネ化
           実施済み
廃棄物排出量の削減
   ・・・   不良品、材料ロスの削減を実施中

認 証 番 号

CO2排出量の削減
　 ・・・　 2017年度比8.4%削減
廃棄物排出量の削減
   ・・・　 2017年度比9.9%削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

JQA-EM7392

導 入 年 月 日 平成30年　1月　12日

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 住友理工ホーステックス株式会社環境ﾏﾆｭｱﾙ（ISO14001）

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

住友理工ホーステックス株式会社
代表取締役社長　　蜷川　広一

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

京都府綾部市とよさか町1番地

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

当社は住友理工グループの方針に沿って環境保全を重視し社会の
要請やルールに沿った活動を実践する企業として製品開発・設
計・調達・生産・物流・販売のすべての活動にわたって
「MOTTAINAI」と「OMOIYARI」の精神で取り組みます。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況について定期的に確認を行っている
これまで違反及び行政当局からの指摘はなかった

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初計画どおりに取り組むことができている

基 本 方 針

CO2排出量の削減
　 ・・・　 照明LED化、エアーコンプレッサーの比例
　　　　　 制御、洗浄乾燥機入替による省エネ化
廃棄物排出量の削減
   ・・・   不良品、材料ロスの削減


